
（別紙様式１）  

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書    

学 校 名 土岐市立鶴里小学校  

実 施 期 間  平成２５年１１月 ６日（水）  

実 施 概 要  
   

 
名  称：「収穫を味わう会」  
参 観 者：保護者・祖父母・鶴寿会（老人会）会員・学校評議員・鶴里

生産農林組合員、地域にお住まいの方々 ７２名 
活動内容：①１～６年が各学年別に学習発表を行った。  

②５年生が学校田で収穫したお米で作ったおにぎりを参加者
全員で味わい、これまでの活動内容等を交流した。  

実 施 内 容  
 

 学習・取組の分野  
 □自然   □歴史   □文化   □産業   □レその他  

 公開の方法  
  □授業公開 □レ成果発表 □レ交流活動 □講演会等  
  □地域行事等参加 □その他  

来 校 者 数  保 護 者             ３４人   
計 ７２ 人  

地域関係者             ３８人 

  人  実 施 状 況  
 

・５年生は総合的な学習の時間に地域講師の可知井さんから米作りの指導を受

け、米作りを行っている。その内容は、もみ蒔きや田植え、田の草取り、稲刈り

、脱穀である。「収穫を味わう会」は、その米を用いて保護者とともにおにぎりを

作り、保護者、祖父母、地域の老人会の方などを招き、皆で米の収穫を祝うと

ともに、子どもたちの活動の成果を見ていただくという会である。詳細は以下の

通りである。 

・会は児童会が主体となって運営し、全学年の「学習発表」と「収穫を味わう」の

二本立てで行った。はじめに、１年生から６年生まで、学年ごとにこれまでの学

習の成果を発表した。合唱や合奏、楽器演奏、総合的な学習の時間の取組

（米作り）発表を行った。次に、地区ごとに輪になり、保護者・祖父母・地域の

老人会「鶴寿会」の方々と子どもたちが一緒におにぎりを食べながら、学習発

表の感想や日ごろの様子について歓談した。会の終わりに、米作りの指導者

の可知井さん、学校田の管理人の稲垣さんに、５年生の代表がお礼の言葉と

花束を渡した。また６年生がＦＢＣ花壇の取り組みで育てているパンジーを２鉢

ずつ参加してくださった方々全員に配布した。７２名の方々に参加いただき、

ふれあう活動を通して、多くの高齢者の方々とも世代を超えた交流を行うこと

ができた。 

・この活動は、６月に行った「つるさとふれあい隊」（地域の高齢者の方や祖父母

の方々と児童がグループごとに問題を解いたり、ゲームや軽スポーツをしたり

して校内を回るオリエンテーリング、授業参観、祖父母給食試食会）、及び８

月に行った「三世代奉仕作業（草取り・草刈り）」に続く活動であり、地域のお

年寄り等とのふれあいや交流を深め、お互いに知り合える関係を作るまとめの

活動である。 

成果及び課題  
  

    

・子どもたちは、米作りに関する調べ学習や米作りの体験を通して、米作りの

良さや大切さに気付き、自分たちの住む地域を理解することができた。ま

た地域講師の方に指導いただくことで、地域の方々とかかわる楽しさを感

じるようになった。「おじいちゃんやおばあちゃんと一緒におにぎりを食べら

れて良かった。」という子どもの感想や、「子どもたちと触れ合う機会ができ

て楽しかった」というお年寄りの方の感想からも分かる。 

・孫（小学生）がいないお年寄りと子どもたちのかかわりの場をさらに深められ

るように方法を工夫したい。 

 



 


